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飛
驒
高
山
文
化
芸
術
祭
は「
誰
も
が
身
近

に
感
じ
、
誰
も
が
参
加
・
行
動
す
る
文
化
芸

術
祭
」を
目
指
し
て
、
平
成
25
年
度
か
ら
3

年
に
一
度
実
施
す
る
、
市
民
の
み
な
さ
ん
一

人
ひ
と
り
が
主
役
の
祭
典
で
す
。

■
年
間
を
通
じ
て
市
内
全
域
で

　

文
化
芸
術
は
、
地
域
や
世
代
を
超
え
て
、

人
と
人
を
つ
な
ぎ
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
す
べ
て
の
市
民
の
み
な
さ
ん
を
対

象
に
、
市
内
全
域
を
舞
台
に
四
季
を
通
じ
て

展
開
し
ま
す
。

■
参
加
・
行
動
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

　

市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、「
ふ
れ
る
」「
つ

く
る
」「
つ
な
ぐ
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、

文
化
芸
術
祭
に
参
加
・
行
動
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
参
加・行
動
す
る
、飛
驒
高
山
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
文
化
芸
術
祭
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い

◆
市
民
提
案
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
平
成
31
年
度
）

　

文
化
芸
術
祭
を
機
に
、
新
た
に
企
画
・
実

施
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す
。
採
択
さ

れ
た
イ
ベ
ン
ト
に
は
活
動
費
支
援
や
Ｐ
Ｒ
な

ど
の
協
力
を
行
い
ま
す
。

◆
市
民
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
平
成
31
年
度
）

　

今
あ
る
活
動
に
文
化
芸
術
祭
の
名
称
を
つ

け
て
、
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
く
イ
ベ

ン
ト
を
募
集
し
ま
す
。
採
択
さ
れ
た
イ
ベ
ン

ト
に
は
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
協
力
を
行
い
ま
す
。

申
込
方
法　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、9
月
7
日
㈮
ま
で
に
窓
口
へ
提
出
。

※
申
込
用
紙
は
、生
涯
学
習
課（
本
庁
3
階
）、

　

各
支
所
に
あ
る
ほ
か
、
HP
か
ら
も
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

主
役
は
市
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り

飛
驒
高
山
文
化
芸
術
祭
の

開
幕
に
向
け
て

こ
だ
ま
〜
れ
２
０
１
９

申　

込

問
合
先

広
報
ID

飛
驒
高
山
文
化
芸
術
祭
実
行
委
員
会

事
務
局（
生
涯
学
習
課
）
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受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
10
人
の
皆
さ
ん
が
叙

勲
・
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

春
の
叙
勲　

旭
日
大
綬
章

金か
ね

子こ　

一か
ず

義よ
し 

さ
ん 

（75） 

馬
場
町
２

　

昭
和
61
年
に
国
会
議
員
に
初
当
選
さ
れ
て
以
降
、
衆
議
院
議
員
を
10
期
31
年

間
の
長
き
に
わ
た
り
務
め
ら
れ
、
平
成
15
年
か
ら
行
政
改
革
担
当
大
臣
、
衆
院

予
算
委
員
長
、
国
土
交
通
大
臣
な
ど
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
の
10
月
の
衆

院
選
を
機
に
引
退
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
国
政
へ
の
功
績
が
評
価
さ
れ
、

旭
日
大
綬
章
を
受
章
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。

旭
日
双
光
章（
地
方
自
治
功
労
）

　

中な
か

林ば
や
し　

福ふ
く

一い
ち 

さ
ん 

（80）

　

  

高
根
町
黍
生

瑞
宝
単
光
章（
消
防
功
労
）

　

奥お
く

原は
ら　

儀ぎ

一い
ち 

さ
ん 

（68）

　
  
朝
日
町
西
洞

藍
綬
褒
章（
更
正
保
護
功
績
）　

　

谷た
に

口ぐ
ち　

　

昭あ
き
ら 

さ
ん 

（77）

　

  

久
々
野
町
久
々
野

瑞
宝
双
光
章（
更
正
保
護
功
労
）

　

挾は
さ

土ど　

貞さ
だ

吉き
ち 

さ
ん 

（76）

　

  

桐
生
町
1

瑞
宝
単
光
章（
消
防
功
労
）

　

中な
か

田だ　

昭し
ょ
う

治じ 

さ
ん 

（65）

　

  

高
根
町
小
日
和
田

藍
綬
褒
章（
消
防
功
績
）

　
黒く

ろ

木き  

甚じ
ん
う
え
も
ん

右
ェ
門 

さ
ん 

（61）

　

  

一
之
宮
町

瑞
宝
双
光
章（
警
察
功
労
）

　

溝み
ぞ

上か
み　

健け
ん

一い
ち 

さ
ん 

（71）

　

  

新
宮
町

瑞
宝
双
光
章（
消
防
功
労
）　

　

藤ふ
じ

本も
と　

豊と
よ

彦ひ
こ 

さ
ん 

（70）

　

  

丹
生
川
町
小
野

瑞
宝
単
光
章（
統
計
調
査
功
労
）

　

大お
お

洞ぼ
ら　

笑え

美み

子こ 

さ
ん 

（71）

　

  

七
日
町
3

春
の
叙
勲

春
の
褒
章

問
合
先
広
報
情
報
課

☎
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